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幸田露伴
　材を釿るの音、板削る鉋の音、孔を鑿るやら釘打つやら丁々かちかち響忙しく、木片は飛んで疾風に木の葉の飜へるが如く、鋸屑舞つて晴天に雪の降る感応寺境内普請場の景況賑やかに、紺の腹掛頸筋に喰ひ込むやうなを懸けて小胯の切り上がつた股引いなせに、つつかけ草履の勇み姿、さも怜悧気に働くもあり、汚れ手拭肩にして日当りの好き場所に蹲踞み、悠々然と鑿をぐの垢穢き爺 (じじ)もあり、道具捜しにまごつく小童 (わっぱ)、りに木を挽 (ひ)割 (く)日 (ひ)傭 (よう)取 (と)り、人さまざまの骨折り、汗かき息 (いき)張 (ば)るその中に、総 (そう)棟梁 (とうりょう)ののつそり十 (じゅう)兵 (べ)衛 (え)、皆 (みな)の仕事を監督 (みまわ)りかたがた、墨 (すみ)壺 (つぼ)墨 (すみ)さし矩尺 (かね)もつて胸 (むね)三寸 (さんずん)にある切組 (きりくみ)を実物 (じつぶつ)にする指 (さし)図 (ず)命令 (いいつけ)。[bookmark: _GoBack]－11－
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